
【小説】 【小説】

蒼き海の涯に 伊東　潤 最後の一色　上・下 和田　竜

さよならジャバウォック 伊坂　幸太郎 クローバー ナ　ヘリム

関ケ原純情 井原　忠政 【その他】

火星の女王 小川　哲
やりたい！ができるＣｏｐｉｌｏｔ

本格活用
ユースフル（長内孝平）

今を春べと 奥田　亜希子 上沼恵美子の人生笑談白黒つけましょ 上沼　恵美子

雷電 梶　よう子 見るだけで大開運！絶景×神社 島田　裕巳／監修

クイーンと殺人とアリス 金子　玲介 家じまいのススメ 上東　丙唆祥

高宮麻綾の退職願 城戸川　りょう 長生きふくらはぎ 歌島　大輔

豊臣家の包丁人 木下　昌輝
栄養たっぷり！赤ちゃんすくすく

補完食３６５日レシピ
相川　晴／監修

目立った傷や汚れなし 児玉　雨子
ハーバード×スタンフォードの医師

が教える１００年生きる食事術
梶原　一人

オーロラが見られなくても 近藤　史恵 見つける・使う野山の薬草 農山漁村文化協会／編

ウロボロスの環 小池　真理子 ご当地パン大集合 イカロス出版

アトミック・ブレイバー 呉　勝浩 お金まわりを見直したら人生が変わった 青木　さやか

犯人に告ぐ　４ 雫井　脩介
ほったらかしでおいしい！毎日食べたい

オーブンレシピ
石原　洋子

カフェーの帰り道 嶋津　輝 南欧を旅するレシピノート 上田　淳子

睡蓮 白石　一文 心に残るおいしさ！絶品駅弁図鑑 宝島社

魔法律学校の麗人執事　２ 新川　帆立 発酵でかなえるおもてなし料理 こいけ　かおる

みずいらず 染井　為人 体が整うごまレシピ 神　みよ子

こだま標本箱 谷　瑞恵 商人の戦国時代 川戸　貴史

世界はきみが思うより 寺地　はるな 交通トラブル六法 藤吉　修崇

フルハウス 堂場　瞬一
大河ドラマべらぼう蔦重栄華乃夢噺

完結編
森下　佳子

龍の守る町 砥上　裕將 ようやくカレッジに行きまして 光浦　靖子

彼の左手は蛇 中村　文則 百年の短歌 三枝　昂之

とどけチャイコフスキー 中山　七里 吾も老の花 阿川　佐和子

家族 葉真中　顕 作家とお風呂 平凡社編集部／編

富士山と、コーヒーと、しあわせの数式 まなべ　ゆきこ ちゃぶ台ぐるぐる 群　ようこ

婚活食堂　１４ 山口　恵以子 ナモナキ生活はつづく 寺地　はるな

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。
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＜ 一 般 書 ＞



【えほん】 【えほん】

そらのにじいろ 荒木　健太郎／文・写真 ゆき 三浦　太郎
からだたんけんれっしゃ　かぜをやっつけ

ろ！
浜田　真理 にらめっこしましょあっぷっぷ 山口　てつじ

映画きかんしゃトーマスサンタをさがせ！

パーシーのクリスマス急行
ウィルバート・オードリー／原作 サンタとクリスマスのてがみ エマ・ヤーレット

おりがみのしろちゃん かとう　まふみ ルドルフ赤鼻のトナカイ ロバート・Ｌ．メイ

つまようじの王さま 二宮　由紀子 はたらく鉄道員 吉田　亮人／写真

ぱ・ぴ・ぷペンタくん 柴田　ケイコ 【おはなし】

アナトールとおもちゃ屋さん イブ・タイタス もみじさん、どうしたの？ 楠　章子

じてんしゃにのったそば キョウ・マクレア 放課後ミステリクラブ　８ 知念　実希人

くっつきました 内田　麟太郎 ねぎのねぎしくん 戸森　しるこ

むじな 小泉　八雲／原作 お元気部屋へようこそ 安田　夏菜

みえないおしごと とくなが　けい 【その他】

ゆたんぽさんです。 とよた　かずひこ 年表でたどる日本の歴史　２ 大石　学／監修

ほしぞらのたからもの 豊福　まきこ 超ビジュアル！歴史人物伝　豊臣秀吉 矢部　健太郎／監修

きらきらぷくぷく 原　ペコリ 三省堂こどもかずの絵じてん 三省堂編修所／編

まてまて、ごめん。 渡辺　朋 小学生のパンづくりブック 鈴木　あつこ

森の子ウィロ エミリー・ヒューズ おいしいお米をつくりたい！ 谷本　雄治

クリスマスバス 藤本　ともひこ どろどろ～んオバケーヌことわざ１３０ 卯月　啓子／監修

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

図書館からのお願い

図書館の本はバッグなどに入れて持ち

歩くようにお願いします。

雪が心配な季節です。雪の日や雨の日

は特にご注意ください。

＜ 児 童 書 ＞

『天上の火焔』

遠田潤子／著 集英社 ２０２５年

備前焼の窯元の家に生まれた城（じょう）。おだやかで優しい祖父・路傍（ろぼう）は偉大な人

間国宝だった。父・天河（てんが）は轆轤（ろくろ）の名手だが、城には冷たく無関心でさえあり、

父である路傍を憎んでもいた。天河との関係に苦しむ城少年の前で路傍が急逝する。心に闇を抱え

た城は大学進学で家を出るが、天河の病気を理由に祖母に呼び戻される。ALSの進行と闘いながら

天河は家族の秘密と家族、妻への思いを少しずつ城に語っていく。何故家族がこれほどまでに憎し

みあったのか。天河の生涯の最期におとずれる「灯」と城の未来を祈らずにはいられない。


